
さ
る
九
月
二
十
二
，
二
十

四
，
二
十
七
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
講
師
意
見
交
換
会

が
、
大
横
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
日
間
の
参
加
者
は
、
講

師
四
十
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
延
三
十
五
名
（
実
二
十

二
名
）
、
市
職
員
二
名
で
し

た
。「

食
は
命
の
源
、
男
の
料

理
教
室
に
協
力
し
た
い
」
、

「
老
人
会
や
子
ど
も
会
な
ど

に
も
活
動
の
場
を
広
げ
た
い
」
、

「
健
康
カ
ラ
オ
ケ
で
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
た
い
」
、

「
八
王
子
の
伝
統
を
継
承
し

た
い
と
、
糸
つ
む
ぎ･

機
織
り

で
登
録
」
、
「
有
償
と
無
償

の
活
動
で
毎
日
活
動
で
き
る

幸
せ
と
健
康
体
と
を
感
謝
」

な
ど
な
ど
。
講
師
の
方
々
の

自
己
紹
介
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
側
か

ら
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
成
立
内

容
や
、
講
師
の
活
動
分
野
別

状
況
な
ど
の
資
料
を
説
明
し

た
あ
と
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」

の
広
報
活
動
の
現
状
、
謝
礼

金
有
無
の
問
題
、
施
設
等
を

訪
問
し
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
主

催
事
業
へ
の
希
望
な
ど
に
話

題
が
集
中
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
体
験
談
、
ま
た
失
敗
事

例
も
披
露
さ
れ
、
講
師
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
相
互
に
理
解

が
深
ま
り
ま
し
た
。（

Ｈ
．
Ｏ
）

（１） 第４号 げ ん き 平成１７年１月

八王子市高齢者活動

コーディネートセンター

（センター元気）

八王子市大横町１１－３５

電話＆ＦＡＸ

０４２６－２７－９１７９

運営日 月･水･金曜日

午前１０時～午後４時

講
師
二
十
九
名
の
方
々
か
ら

い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

集
計
し
た
結
果
は
次
の
通
り

と
な
り
ま
し
た
。

問
一
．

今
回
の
感
想

回
答
者
全
員
（
二
十
七

名
）
が
、
非
常
に
良
か
っ
た

又
は
良
か
っ
た
と
の
回
答
で

し
た
。

問
二
．

良
か
っ
た
と
こ
ろ
、

良
く
な
か
っ
た
と
こ
ろ

十
七
名
の
方
が
、
講
師･

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
Ｐ

Ｒ
状
況･

実
例･

経
験
等
の

現
状･

情
報
を
知
る
こ
と
が

出
来
た
と
喜
ば
れ
、
率
直

な
意
見
を
言
え
た
あ
る
い

は
聞
け
た
（
三
名
）
、
交

流
が
出
来
た
（
二
名
）
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
は
、
自
己
紹
介
の
時
間

が
長
過
ぎ
る
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
（
四
名
）
。

問
三
．
必
要
性

回
答
者
全
員
（
二
十
七

名
）
が
必
要
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

問
四
．

年
間
開
催
回
数

回
答
者
二
十
八
名
中
、

年
一
回
が
十
四
名
、
年
二
回

が
十
一
名
、
年
三
回
が
三
名

で
し
た
。

問
五
．

今
後
の
開
催
方
法

回
答
者
二
十
五
名
中
、

「
メ
ン
バ
ー
が
一
度
に
集
ま

る
」
が
九
名
、
「
数
回
に
分

け
て
行
う
」
が
十
五
名
そ
の

他
（
意
見
の
み
）
が
一
名
で

し
た
。

問
六
．
ご
意
見･

ご
要
望

市
と
の
協
働
な
ど
セ

ン
タ
ー
元
気
の
活
動
に
関

す
る
も
の
、
市
報
の
利
用

な
ど
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
も
の
、

懇
親
会
を
兼
ね
る
な
ど
意

見
交
換
会
の
運
営
に
関
す

る
も
の
、
発
言
時
間
制
限
な

ど
進
行
に
関
す
る
も
の
、
意

見
交
換
会
の
内
容
に
関
す
る

も
の
等
、
多
岐
に
わ
た
り
有

益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。今

後
の
セ
ン
タ
ー
活
動

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
Ｔ
・
Ｓ
）

アンケートの結果

初
の
講
師
意
見
交
換
会
開
催
さ
れ
る

三
日
に
わ
た
り
、
講
師
四
十
名
参
加

熱 心 な 協 議 が 続 く



第

一

回

第
一
回
は
九
月
二
日
（
木
）

正
午
か
ら
、
大
横
福
祉
セ
ン

タ
ー
二
階
竹
の
間
で
、
「
食

事
サ
ー
ビ
ス
と
ま
と
」
の
三

周
年
記
念
会
食
会
を
兼
ね
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

黒
須
隆
一
八
王
子
市
長
を

は
じ
め
、
町
会
自
治
会
連
合

会
、
八
老
連
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
八
王
子
市
関
係
部
長
、

と
ま
と
応
援
団
を
お
招
き
し
、

男
の
料
理
教
室
メ
ン
バ
ー
の

手
料
理
を
約
一
時
間
に
わ
た
っ

て
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
好

評
を
得
ま
し
た
。

第

二

回

第
二
回
は
十
一
月
十
四
日

（
日
）
九
時
か
ら
、
ク
リ
エ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
、
「
フ
ラ
ン
ス

風
煮
込
み
料
理
と
ニ
ー
ス
風

サ
ラ
ダ
」
を
題
材
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
男
性
十
六
名
、

女
性
八
名
、
講
師
は
糠
信
和

代
さ
ん
で
、
高
級
感
の
あ
る

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
勉
強
と
な
っ
た
一
日

で
し
た
。

た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と

の
見
分
け
方
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
料
理
方
法
を
変
え
る
と

美
味
し
く
い
た
だ
け
る
等
々
。

さ
す
が
プ
ロ
と
う
な
ら
せ
る
、

大
変
参
考
と
な
る
料
理
教
室

で
し
た
。第

三

回

第
三
回
男
の
料
理
教
室

が
、
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

午
前
十
時
、
川
口
市
民
セ
ン

タ
ー
調
理
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
料
理
は
「
そ
ば
打
ち
・

て
ん
ぷ
ら
・
煮
物
」
で
し
た
。

講
師
は
、
地
元
川
口
住
民

協
議
会
、
そ
ば
打
ち
七
年
の

村
田
敏
雄
さ
ん
。
あ
ぐ
り
く

ら
ぶ
塩
沢
豊
秋
さ
ん
以
下
メ

ン
バ
ー
八
名
が
協
力
し
、
ま

と
め
が
、
と
ま
と
の
工
藤
ト

シ
子
さ
ん
で
す
。

参
加
者
は
男
性
十
四
名
、

女
性
十
一
名
。

は
じ
め
に
、
あ
ぐ
り
く
ら

ぶ
代
表
の
大
島
さ
ん
か
ら
、

挨
拶
、
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
、

進
行
手
順
の
説
明
が
あ
り
、

五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
開

始
し
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
の
村
田
さ
ん
よ

り
説
明
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

別
に
そ
ば
打
ち
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
見
よ
う
見
ま
ね
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

皆
真
っ
白
に
な
っ
て
粉
と
奮

闘
す
る
こ
と
約
二
時
間
で
完

成
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
大

根
を
煮
付
け
、
天
ぷ
ら
を
揚

げ
、
残
っ
た
大
根
は
浅
漬
け

に
す
る
等
無
駄
な
く
調
理
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料

理
を
全
員
で
試
食
し
な
が
ら
、

や
れ
ば
で
き
る
も
の
だ
と
自

分
た
ち
で
作
っ
た
そ
ば
を
味

わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
初
め
て
の
方
が

多
く
、
中
に
は
奥
様
が
病
に

倒
れ
ら
れ
、
何
と
か
一
品
で

も
自
分
で
料
理
を
覚
え
た
い

方
や
、
前
か
ら
や
っ
て
み
た

か
っ
た
方
、
こ
れ
か
ら
も
機

会
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
方
等
々

で
し
た
。
午
後
二
時
過
ぎ
に

散
会
し
ま
し
た
。

第

四

回

第
四
回
「
食
を
楽
し
み
輪
を

広
げ
る
男
の
料
理
」
が
、
十

二
月
五
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
、
中
野
市
民
セ
ン
タ
ー

調
理
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

料
理
は
「
ぶ
り
の
な
べ
照
り

焼
き
、
ふ
ろ
ふ
き
大
根
、
ほ

う
れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
、
黒

砂
糖
か
ん
作
り
」
。

講
師
に
は
料
理
暦
二
十
年

の
久
保
田
信
子
さ
ん
、
つ
く

し
ん
ぼ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に

応
援
を
得
て
、
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
男
性
二
十
三

名
、
女
性
十
名
。

は
じ
め
に
、
久
保
田
さ
ん

よ
り
、
料
理
の
手
順
等
の
説

明
を
受
け
、
六
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
開
始
。
初
め
て
の
、

平成１７年１月 げ ん き 第４号 （２）

作
っ
て
快
食
、
話
し
て
元
気

食
を
楽
し
み
、
輪
を
広
げ
る

「

」

セ
ン
タ
ー
元
気
の
主
催
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
男
の
料

理
教
室
を
入
り
口
と
し
て
、
地
域
の
人
の
輪
を
広
げ
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
八
王
子
市
内
各
地
に
あ
る
市
民
セ
ン
タ
ー

の
調
理
室
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
十
六
年
九
月
を

第
一
回
と
し
て
、
同
十
七
年
七
月
ま
で
十
回
に
わ
た
っ
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。
平
成
十
六
年
は
四
回
ま
で
終
了
し
ま
し

た
。

以
下
は
そ
の
概
要
で
す
。



人
、
少
し
経
験
の
あ
る
人
と

入
り
混
じ
っ
て
の
奮
闘
、
二

時
間
で
完
成
し
ま
し
た
。

正
午
に
は
全
グ
ル
ー
プ
で
試

食
、
完
成
し
た
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。
こ
れ
で
一

品
は
わ
が
家
で
作
れ
る
、
三

十
歳
代
の
共
働
き
の
若
い
方

は
、
奥
さ
ん
に
少
し
は
協
力

で
き
る
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
七
十
二
歳
の
方
は
、

初
め
て
包
丁
を
握
っ
た
の
で

最
初
は
ど
う
な
る
か
心
配
だ
っ

た
が
、
応
援
の
人
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
出
来
た
事
に

満
足
顔
で
し
た
。
忘
れ
な
い

う
ち
に
作
っ
て
み
た
い
と
話

を
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

今
後
、
ぜ
ひ
続
け
た
い
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
。
午
後
二

時
散
会
し
ま
し
た
。

（３） 第４号 げ ん き 平成１７年１月

「
ズ
ン

ズ
ン

ズ
ン
ド

コ
ズ
ン
」
と
、
ズ
ン
ド
コ
節

が
会
場
に
流
れ
だ
し
ま
し
た
。

肩
や
手
を
上
げ
下
げ
す
る
三

十
一
名
の
会
場
の
皆
さ
ん
、

ニ
コ
ニ
コ
顔
で
す
。

こ
こ
由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
多
摩
陽
光
台
い
き
い

き
体
操
ク
ラ
ブ
有
志
の
方
々

が
、
会
場
中
央
で
デ
モ
ン
ス

ト
レ
イ
シ
ョ
ン
。
そ
れ
を
取

り
囲
ん
で
、
全
員
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
れ

は
、
さ
る
十
月
二
十
四
日
、

「
老
化
に
負
け
な
い
食
と
健

康
」
と
題
し
た
健
康
講
座
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
す
。

講
演
は
、
八
王
子
管
理
栄

養
士
の
会
、
会
長
岩
瀬
正
子

さ
ん
の
「
健
康
は
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
日
常
の
食
事
か
ら
」
。

そ
し
て
、
い
き
な
り
、
全
部

は
き
出
せ
ば
吸
気
に
な
る
と

説
明
し
な
が
ら
始
ま
っ
た

「
や
さ
し
い
呼
吸
法
と
軽
い

運
動
」
は
、
音
楽
療
法
士
の

福
田
義
子
さ
ん
。
左
右
隣
人

の
肩
を
交
互
に
た
た
き
な
が

ら
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
の

体
操
と
、
充
実
し
た
半
日
の

健
康
講
座
で
し
た
。

な
お
、
由
木
東
住
民
協
議

会
の
皆
様
に
は
物
心
両
面
で

の
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
Ｈ
・
Ｏ
）

由

木

東

の

健

康

講

座

第１回 調理風景

第２回 フランス料理

第３回 そば打ち

第４回 まず話を聞いて

平
成
十
七
年
予
定

二
月
六
日
（
日
）
横
山
南
市

民
セ
ン
タ
ー

三
月
六
日
（
日
）
長
房
市
民

セ
ン
タ
ー

四
月
十
日
（
日
）
由
井
市
民

セ
ン
タ
ー

五
月
八
日
（
日
）
恩
方
市
民

セ
ン
タ
ー

六
月
五
日
（
日
）
浅
川
市
民

セ
ン
タ
ー

八
月
予
定

元
八
王
子

事
務
所

みんなで体操、１，２，３



時
間
が
短
い
の
で
話
の
芯

を
い
ろ
い
ろ
考
え
、
栄
養
の

話
し
で
は
な
く
、
楽
し
い
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
と
は
な
に
か

を
考
え
る
こ
と
と
し
、
つ
い

で
に
ち
ょ
っ
と
と
ま
と
の
宣

伝
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な

話
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
）
何
の
バ
ラ
ン
ス
で
し
ょ

う
か
。

・
一
日
三
食
、
あ
る
程
度

時
間
を
決
め
て
、
楽
し
い

気
持
ち
で
。

栄
養
の
話
で
は
な
く
、
こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。

仲
間
と
集
う
場
で
の
食
事

は
何
よ
り
お
い
し
い
も
の

で
す
。

・
季
節
を
感
じ
て
、
旬
の
も

の
を
、
そ
こ
そ
こ
の
値
段

で
。

カ
ロ
リ
ー
計
算
第
一
の
献

立
で
も
季
節
感
の
な
い
も

の
は
、
目
で
楽
し
ん
で
お

い
し
い
と
は
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。

（
二
）
コ
ン
ビ
ニ
の
お
弁
当
・

惣
菜
は
、
食
品
衛
生
法
は
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
が
、
増
粘

剤
、
発
色
剤
、
保
存
料
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

た
ま
に
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
あ
ま
り
お
勧
め
で
き

ま
せ
ん
。

（
三
）
「
と
ま
と
」
の
お
弁

当
は
毎
回
担
当
グ
ル
ー
プ
が

違
う
の
で
、
味
付
け
が
各
々

少
し
ず
つ
変
っ
て
、
決
ま
り

き
っ
た
プ
ロ
の
味
で
は
な
く
、

家
庭
の
味
の
良
さ
が
あ
り
ま

す
。

（
四
）
一
日
三
十
品
目
と
か
、

塩
分
控
え
め
甘
い
も
の
少
な

く
と
か
で
は
な
く
、
体
調
に

合
わ
せ
神
経
質
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

（
五
）
家
か
ら
出
か
け
人
と

交
わ
る
こ
と
で
他
人
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
、
こ
れ
が
大

切
で
す
。

当
日
の
「
と
ま
と
」
の
弁

当
は
二
段
重
ね
で
献
立
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
上
の
段
）

・
野
菜
の
か
き
揚
げ

・
魚
の
照
り
焼
き

・
高
野
豆
腐

・
ご
ぼ
う
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

竹
輪
の
煮
物

･

青
菜
と
茸
の
胡
麻
和
え

・
味
付
卵

（
下
の
段
）

・
ち
ら
し
寿
司

･

い
な
り
寿
司
二
個

・
白
飯

デ
ザ
ー
ト
に
「
は
ち
バ
ス
サ

ブ
レ
」
を
つ
け
て
、
値
段
は

五
百
円
で
し
た
。
（
Ｔ
・
Ｓ
）
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十
五
分
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ

「
と
ま
と
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

一
風
変
っ
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
幡
上
町
と
き
わ
会
で
「
男
の
料
理
教
室
」
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
中
に
出
た
話
を
梅
沢
さ
ん
が
山
田
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
に
つ
な
ぎ
、
講
師
に
小
野
充
子

さ
ん
を
お
願
い
し
て
成
立
し
た
も
の
で
す
。
定
例
の
役
員
会
で
、
「
と
ま
と
」
配
達
の
夕
食
前

に
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
希
望
さ
れ
た
も
の
で
す
。
時
間
は
午
後
七
時
か
ら
十
五
分
間
。
テ
ー

マ
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て
」
。

以
下
は
、
小
野
さ
ん
の
手
記
で
す
。

編

集

後

記

◎

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
二
回
目

以
降
は
参
加
者
の
声
で
実
施
を
決
め

る
男
の
料
理
教
室
が
始
り
ま
し
た
。

将
来
は
会
食
会
や
弁
当
の
調
理
配
食

へ
広
が
れ
ば
と
、
期
待
を
し
て
い
ま

す
。

（
Ｈ
・
Ｏ
）

◎

昨
年
の
中
越
地
震
・
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
で
は
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
と
そ
の
復
興
支
援
活
で
の
助
け
合

い
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
四
年
目
を
迎
え
た
セ
ン

タ
ー
元
気
の
活
動
も
助
け
合
い
の
精

神
で
、
更
な
る
発
展
を
期
し
た
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｈ
）

◎

食
を
楽
し
み
輪
を
広
げ
る
。
男

の
料
理
教
室
が
昨
年
よ
り
始
ま
り
、

第
四
回
を
好
評
の
中
で
終
え
ま
し
た
。

各
教
室
と
も
回
を
重
ね
る
た
び
に
受

講
者
の
数
が
増
え
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年

も
二
月
よ
り
第
五
回
男
の
料
理
教
室

が
始
ま
り
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）

◎
講
師
連
絡
会
で
も
話
題
と
な
り
ま

し
た
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
四
年
目
を
迎
え
た
セ
ン
タ
ー

元
気
も
い
ろ
い
ろ
テ
ー
マ
を
抱
え
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
広
報
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）


